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本研究は、刑罰目的の観点から行う量刑事実の「選別j、すなわち、どのような量刑事実がどのよ

うな理由において、量刑上考慮、されることができるのかの問題について、量刑体系論の観点から理

論的検討を加えることを目的とする。従来考慮されてきた量刑事実が、本来そもそも理論的正当性

をもつものか否かを刑罰目的等量刑論の見地から検討する。本研究は、体系的な量刑法ではすでに

方法論的に発展しているドイツ語圏諸国の量刑判例・量淵学説を参照しつつ、その考察方法をわが

国の量刑実務の検討に応用しようとする試みである。
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研究成果報告に代えて、以下の通り、すでに公刊した論文を登載する。
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リンクのあるものについては、全文もしくは概要が公開されています。詳しく
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